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Z113a 高速パラメター推定手法を用いた重力波源の正確な位置・質量情報の速報
森崎宗一郎・東京大学宇宙線研究所

本年 5月に LIGO-Virgo-KAGRAコラボレーションによる第 4次重力波観測（O4）が始まった。この約３年
ぶりの長期観測で期待されるのが、GW170817に続く、中性子星を含む連星合体のマルチメッセンジャー観測で
ある。このマルチメッセンジャー観測を成功させる上で、重力波データから推定される正確な位置・質量情報を
速報することが重要となる。一方で、これら情報を推定するパラメター推定解析は計算コストが高く、前回の観
測では半分以上の信号に対して情報公開に約 60時間もの時間がかかってしまった。申請者はこの問題を解決す
るため、Reduced Order Quadrature [1, 2]と呼ばれる高速化手法に着目し、この手法を改善することで、連星中
性子星合体の解析時間を 10分以下、ブラックホールを含む連星の解析時間を数時間以下に削減することに成功
した [3, 4]。また、この手法による解析を LIGO-Virgo-KAGRAの重力波速報ソフトウェアGWCeleryに組み込
み、検出された信号を自動でパラメター推定解析し、結果を重力波信号データベースGraceDBにアップロードす
るシステムを構築した。本講演では、この自動かつ高速なパラメター推定解析システムについて説明するととも
に、これがO4にてどのように活用されているかについて解説する。
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